
人と育む、地球といきる
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「心に木を植える」
タイ マイチャルーン村の森づくり
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日本からの支援で再建した校舎（後ろ）と「子供の森」計画で植えた木々

スタッフも研修生もみんな仲が良かった
（四国研修センター・後列右から4人目が本人）

　私はウィドドと申します。1986年から87年
にかけて四国研修センターで農業を学び、帰国
後はインドネシアの研修センターの指導員を経
て、長く日本語ガイドとして働いていました。
私が住む中部ジャワには世界遺産のボロブドゥ
ール遺跡群があり、1991年に天皇陛下（現在
の上皇陛下）が訪問された折、ご案内役を務め
たことは今でも私の誇りです。
OBとしてオイスカ活動を通じて地域に貢献

できた取り組みを２つ紹介させてください。
2006年、中部ジャワ地震で倒壊した小学校を
再建するため、ジャカルタにある日系団体の支
援でオイスカから日本人の大工が派遣され、
100日間で８校の校舎を建て直しました。うち
７校は「子供の森」計画参加校で、校庭には植
えた木が大きく育っています。また、10年に
ムラピ山が噴火した際は、自宅を支援拠点にし、
支援物資の配布や炊き出し、被災地のがれきの

撤去や住宅の清掃などを約５ヵ月間にわたって
続けたこともあります。
　今ではすっかり日本語を忘れてしまいました
が、若き日に四国研修センターで学んだ仲間た
ちと一緒に作り、歌った「オイスカは我が人生」
は今もしっかり覚えています。
「♪オイスカスピリット　強い心　
　　　力の限り頑張ろう～　オイスカ万歳♪」

オイスカは我が人生

スラメット・ウィドド（60）
愛称 ： ウィドド

■出身国　インドネシア
■研修歴　四国研修センター／

　農業一般コース（1986年1月～87年3月）
■現在の職業　農業

日本での研修は
今でもとっても
いい思い出です！

今月の

日本で学んだオイスカ研修生の今を紹介します。

ウ
ィ
ド
ド
さ
ん
の
素
敵
な

歌
声
は
こ
ち
ら
！

OB &OG

FILE
No. 03



3 November  2024  OISCA ｜ Contents

人間の生存に不可欠
な “産業・精神・文
化” のバランスを大
事にした発展を世界
規模で推進していく
ことを目的として、
このように名付けら
れました。

OISCAという名称の意味

O rganization 機構

I ndustrial 産業

S piritual 精神

C ultural 文化

A dvancement 促進

What's OISCA

　オイスカ・インターナショナルは、「すべての人々がさまざまな
違いを乗り越えて共存し、地球上のあらゆる生命の基盤を守り育
てようとする世界」を目指して1961年に創立された国際協力NGO
です。現在、41の国と地域にネットワークを持ち活動しています。
　公益財団法人オイスカは、1969年にオイスカ・インターナショ
ナルの基本理念を具体的な活動によって推進する機関として生ま
れ、主にアジア・太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展開。
特に人材育成に力を入れ、オイスカの研修を修了した現地の青年
は、各地で地域開発に取り組んでいます。国内では、農林業体験
やセミナー開催などを通して啓発活動を積極的に進めています。

日 月 星 辰 公益財団法人オイスカ  理事長  中野悦子

許
し
得
ぬ
を
許
す
大
い
な
る
度
量

許
し
得
ぬ
を
許
せ
し
人
の
名
と
共
に　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ン
テ
ン
ル
パ
を
心
に
刻
む

　

こ
れ
は
平
成
二
十
九
年
に
発
表
さ
れ
た
皇
后
陛
下
（
当
時
）
の

御
歌
で
す
。
そ
の
前
年
、
陛
下
と
共
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
さ
れ

た
際
、
キ
リ
ノ
元
大
統
領
の
子
孫
と
お
会
い
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
七
年
四
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効

し
、
日
本
は
主
権
を
回
復
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

は
ま
だ
戦
犯
と
し
て
捕
わ
れ
て
い
る
人
々
が
百
五
名
い
ま
し
た
。

当
時
、
オ
イ
ス
カ
の
創
立
者
は
民
間
の
立
場
か
ら
キ
リ
ノ
大
統
領

に
全
員
釈
放
の
嘆
願
書
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
多
く
の
関

係
者
の
方
々
が
同
様
の
嘆
願
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
彼
ら
を
献
身
的
に
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
加
賀
尾

秀
忍
教
誨
師
の
真
心
の
働
き
か
け
な
ど
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
十
八

年
六
月
下
旬
、
や
っ
と
全
員
釈
放
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
に
発
表
さ
れ
た
大
統
領
声
明
の
要
旨
が
次
で
す
。

　
「
私
は
、
妻
と
三
人
の
子
供
、
五
人
の
親
族
を
日
本
人
に
殺
さ

れ
た
者
と
し
て
、
彼
ら
を
赦
す
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
。
私
は
自
分
の
子
供
や
国
民
に
、
我
々
の
友
と
な
り
、
我

が
国
に
末
永
く
恩
恵
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
日
本
人
に
対
す
る
憎

悪
の
念
を
残
さ
な
い
た
め
に
、
こ
れ
を
行
う
の
で
あ
る
。
…
…
私

を
突
き
動
か
し
た
善
意
の
心
が
人
類
に
対
す
る
信
頼
の
証
と
し
て
、

他
者
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
本
望
で
あ
る
。
人
間

同
士
の
愛
は
…
…
世
界
平
和
の
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
」

　

こ
の
声
明
は
、
先
の
講
和
条
約
で
の
ス
リ
ラ
ン
カ
代
表
の
言
葉

「
憎
悪
は
憎
悪
に
よ
っ
て
消
え
去
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
愛
に

よ
っ
て
の
み
消
え
去
る
も
の
で
あ
る
」
と
重
な
り
ま
す
。

　

日
本
は
こ
の
よ
う
な
外
つ
国
の
人
々
の
寛
大
な
精
神
に
よ
っ
て
、

今
日
の
繁
栄
が
あ
る
の
も
一
面
の
事
実
で
す
。「
憎
悪
は
憎
悪
に
よ

っ
て
消
え
去
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
紛
争
の
当
事
者

に
一
日
も
早
く
判
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

き
ょ
う
か
い
し

し
ゅ
う
に
ん

か　
　
が　
　
お

ゆ
る

い
し
ず
え

と

く
に
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倒壊した家屋がそのままの状態で残されていた

夢中になって遊ぶ子どもたち

左から3人目がショーメイカー事務局長

国
内

国
内9

月
13
〜
16
日
、
山
梨
県
支
部

3
名
が
、
今
年
1
月
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
石
川

県
珠
洲
市
や
輪
島
市
を
訪
問
し
、

支
部
の
推
進
す
る
木
育
を
通
じ
た

支
援
の
た
め
の
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
木

育
事
業
で
つ
な
が
り
の
あ
る
㈲
一

場
木
工
所（
本
社

：

広
島
県
）
と

連
携
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
い

ま
だ
道
路
や
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
が
復
旧
せ
ず
、
家
屋
も
倒
壊
し

た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
地
域
に
暮

ら
す
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
場
を

つ
く
る
こ
と
で
、
心
の
ケ
ア
の
側

面
か
ら
被
災
地
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
訪
問
と
な
る
今
回
は
、

現
地
の
状
況
と
ニ
ー
ズ
把
握
の
た

め
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

各
施
設
で
子
ど
も
た
ち
に
木
の
お

も
ち
ゃ
や
つ
み
木
を
体
験
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
保
護
者
や
施
設
職

員
へ
の
聞
き
取
り
を
実
施
。
水
が

出
な
い
、
仮
設
住
宅
に
も
入
れ
な

い
人
が
い
る
と
い
う
切
迫
し
た
状

況
に
不
安
を
持
つ
声
が
聞
か
れ
る

中
、
は
じ
め
は
心
の
ケ
ア
に
関
す

る
コ
メ
ン
ト
は
上
が
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
つ
み
木
の
シ
ャ

ワ
ー
に
始
ま
り
、
片
付
け
、
振
り

返
り
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み

込
ん
だ「
森
の
つ
み
木
広
場
」
や

「
木
育
ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
た
施

設
で
は
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
が
大
き
い
ば
か
り
か
、
大
人
か

ら
の
関
心
も
高
く
、
笑
顔
を
見
せ

な
が
ら
一
緒
に
な
っ
て
遊
ぶ
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
後
日
、

「
広
場
」
の
開
催
依
頼
も
寄
せ
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
約
20
年
に
わ
た
る

木
育
活
動
の
実
施
で
磨
き
上
げ
て

き
た
、
木
の
温
も
り
を
肌
で
感
じ
、

自
然
の
大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
自

由
な
発
想
を
促
す
独
自
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
有
用
性
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

厳
し
い
状
況
が
続
き
、
現
地
だ

け
の
力
で
は
遊
び
場
づ
く
り
に
割

く
余
裕
が
な
い
の
が
実
情
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
子
ど
も
た
ち

の
心
を
支
え
、
笑
顔
に
す
る
こ
と

が
、
ひ
い
て
は
復
興
に
向
け
て
被

災
地
の
人
々
の
気
持
ち
を
明
る
く

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
支
部
は
継
続
的
に「
広

場
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
木

育
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施
し
、
被
災

地
の
方
々
が
い
つ
で
も
実
施
で
き

る
よ
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
移
転
を
視
野
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

現
地
調
査
を
実
施
後
、
同
21
日

に
能
登
半
島
を
襲
っ
た
豪
雨
で
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
連
生
物
多
様
性
条
約
事
務
局

（
S
C
B
D
）
の
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・

シ
ョ
ー
メ
イ
カ
ー
事
務
局
長
ほ
か

2
名
が
８
月
24
日
、
オ
イ
ス
カ
本

部
を
訪
問
し
、
オ
イ
ス
カ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
中
野
悦
子
総

裁
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

オ
イ
ス
カ
は
2
0
1
0
年
、
名

古
屋
市
で
開
か
れ
た
第
10
回
生
物

多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
（
C
O

P
10
）
の
際
に
S
C
B
D
と
相
互

協
力
の
た
め
の
覚
書
を
交
わ
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
き
、
従
来

の
「
子
供
の
森
」
計
画
に
加
え
、

S
C
B
D
が
提
唱
す
る
グ
リ
ー
ン

ウ
ェ
イ
ブ
の
活
動
に
も
参
加
、
植

林
な
ど
を
通
じ
て
生
物
多
様
性
を

育
む
こ
と
の
大
切
さ
を
各
国
の
学

校
や
地
域
で
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
中
野
総
裁
が
「
人
々

が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
る
世
界
、

精
神
と
物
質
が
調
和
し
た
社
会
を

つ
く
る
」
と
い
う
60
年
前
の
オ
イ

ス
カ
創
立
の
理
念
を
説
明
。
今
年

4
月
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
シ
ョ

ー
メ
イ
カ
ー
事
務
局
長
か
ら
は
、

「
近
年
は
国
連
の
会
議
で
も
、
生

物
多
様
性
の
た
め
に
は
、
自
然
と

調
和
し
た
生
活
を
大
切
に
す
る
精

神
文
化
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
オ
イ
ス
カ
の
活
動
の
先
見

性
に
驚
き
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
下
旬
に
は
南
米
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
カ
リ
で
C
O
P
16
が
開
催
、

オ
イ
ス
カ
の
活
動
を
評
価
す
る
S

C
B
D
か
ら
、「
新
た
な
視
点
を
取

り
入
れ
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
希
望
が
あ
り
、
オ

イ
ス
カ
を
代
表
し
て
オ
イ
ス
カ
・

メ
キ
シ
コ
総
局
か
ら
ホ
セ
・
マ
ル

テ
ィ
ン
会
長
を
は
じ
め
会
員
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
　

山
梨
県
支
部

遊
び
場
づ
く
り
で
心
の
ケ
ア
を
目
指
す

能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援
ス
タ
ー
ト

　
　

オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

S
C
B
D
新
任
事
務
局
長
が
本
部
を
訪
問

オ
イ
ス
カ
の
活
動
を
高
く
評
価

*
*
*
*
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アシザワ養蚕は、これまでフィリピンから多くの養蚕研修生を受け
入れ、先代の芦澤定弘氏は現地でも数々の養蚕農家を指導した。
今回説明してくれたのは、6代目の芦澤洋平氏（左奥）

コーヒー豆の袋詰めをする植林グループのメンバー各国理事から活動報告がなされた

※
コ
ー
ヒ
ー
を
2
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
詳
細

　

は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

国
内

国
内

海
外

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
カ
ラ
ン
ガ
ニ

ア
ル
県
に
位
置
す
る
ラ
ウ
山
麓
で
、

地
域
住
民
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
栽
培

が
軌
道
に
乗
り
、
良
質
の
コ
ー
ヒ

ー
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
地
で
は
2
0
1
6
年
か
ら
21

年
に
か
け
て
日
本
か
ら
の
支
援
で

植
林
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
コ
ー

ヒ
ー
を
植
え
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

現
在
、
同
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
支
援
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

当
時
活
動
に
参
加
し
た
植
林
グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
中
心
と
な

り
、
自
主
的
に
コ
ー
ヒ
ー
を
植
え
、

管
理
を
続
け
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
地
周
辺
は
避
暑
地
と
し
て

に
ぎ
わ
い
、
貸
別
荘
が
建
ち
並
ぶ

地
域
で
、
観
光
に
訪
れ
る
人
々
も

多
く
、
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
・
販
売

に
よ
る
安
定
し
た
収
益
増
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

定
期
的
に
現
地
を
訪
問
し
、
植

林
地
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
植
林
グ

ル
ー
プ
と
の
交
流
を
続
け
て
い
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
リ
フ
ァ
ア

ン
は
、「
森
づ
く
り
を
通
し
て
住
民

の
生
計
向
上
が
実
現
で
き
た
の
は

日
本
か
ら
の
支
援
の
お
か
げ
」
と

謝
意
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

住
民
の
生
計
向
上
に
つ
な
が
る
森
づ
く
り

コ
ー
ヒ
ー
に
よ
る
安
定
的
な
収
益
を
実
現

10
月
9
日
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
国
際
理
事
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
11
の
国
・
地
域

よ
り
55
名
の
参
加
者
が
一
堂
に
会

し
、
新
支
局
承
認
、
各
国
の
活
動

成
果
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

中
野
悦
子
オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
総
裁
は
、
設
立
当

初
、
イ
ン
ド
で
農
業
開
発
活
動
に

取
り
組
ん
だ
日
本
人
篤
農
家
の
献

身
的
な
働
き
に
つ
い
て
書
か
れ
た

イ
ン
ド
人
専
門
家
の
記
録
を
も
と

に
、「
産
業
開
発
」
の
意
義
を
強
調
。

大
量
生
産
・
大
量
消
費
経
済
の
広

が
り
と
と
も
に
環
境
問
題
や
貧
富

の
差
が
深
刻
化
す
る
中
、
オ
イ
ス

カ
で
学
ん
だ
各
国
の
青
年
た
ち
の

知
識
や
技
術
を
活
用
し
、「
産
業
開

発
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た「
社
会
に

貢
献
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
起
こ
す

展
望
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
会
後
に
は
7
月
に

永
眠
し
た
故
中
野
利
弘
副
総
裁
を

偲
ぶ
会
も
執
り
行
わ
れ
、
国
際
理

事
の
ほ
か
全
国
か
ら
1
0
0
名
が

参
会
。
故
人
と
の
思
い
出
を
語
ら

う
時
間
を
思
い
思
い
に
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

9
月
1
〜
7
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
科
学
技
術
省
所
管
繊
維
研
究
所

（
P
T
R
I
）
な
ど
、
蚕
糸
関
係

機
関
の
代
表
者
が
日
本
の
蚕
糸
業

の
歴
史
背
景
や
技
術
、
知
識
を
学

ぶ
訪
日
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
3
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
「
養
蚕
普
及
、
拡
大
に
よ
る

伝
統
文
化
の
復
興
、
発
展
及
び
地

域
住
民
の
生
活
向
上
支
援
事
業
」

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

事
業
対
象
地
で
あ
る
ベ
ン
ゲ
ッ
ト

州
、
ヌ
エ
バ
ビ
ス
カ
ヤ
州
、
東
ミ

サ
ミ
ス
州
の
蚕
糸
業
の
管
轄
、
推

進
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
各
州

の
担
当
者
6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
の
蚕
糸
科
学
技
術
研
究

所
で
は
、
繭
か
ら
生
糸
を
つ
く
る

ま
で
の
工
程
や
、
糸
の
品
質
検
査

で
使
用
す
る
各
種
機
械
に
つ
い
て

専
門
技
術
者
か
ら
説
明
を
受
け
、

ま
た
群
馬
県
で
は
日
本
の
近
代
化

及
び
絹
生
産
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
富
岡
製
糸
場
を
視
察
。
当

時
、
先
進
的
な
機
械
技
術
を
導
入

す
る
に
あ
た
り
、
機
械
製
糸
を
指

導
す
る
人
材
の
育
成
を
視
野
に
入

れ
た
工
女
養
成
が
行
わ
れ
た
こ
と

な
ど
、
歴
史
に
つ
い
て
も
学
び
ま

し
た
。
さ
ら
に
山
梨
県
で
は
ア
シ

ザ
ワ
養
蚕
を
訪
れ
、
養
蚕
農
家
が

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
親
か
ら
子

に
代
替
わ
り
し
、
繭
か
ら
生
糸
へ

と
い
う
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
蚕

や
繭
を
食
品
や
化
粧
品
へ
活
用
す

る
な
ど
、
新
た
な
分
野
へ
挑
戦
す

る
事
例
に
触
れ
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
国
内
の
さ
ら
な
る
蚕
糸

業
の
発
展
に
向
け
て
参
考
に
な
っ

た
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
最
後
に
在
日
フ
ィ
リ

ピ
ン
大
使
館
で
ミ
レ
ー
ン
・
J
・

ガ
ル
シ
ア
＝
ア
ル
バ
ノ
大
使
と
面

会
。
研
修
で
の
学
び
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。
今
後
、
今
回
の
参

加
者
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
各
州
で
の
養
蚕
の
発
展
、
普

及
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

55
名
の
参
加
を
得
て
国
際
理
事
会
を
開
催

故
中
野
利
弘
副
総
裁
を
偲
ぶ
会
も

　
　

日
本
N
G
O
連
携
無
償
資
金
協
力
事
業

蚕
糸
業
の
発
展
普
及
の
ヒ
ン
ト
を
求
め
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
4
州
の
養
蚕
担
当
者
が
来
日
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アジアの玄関口、
九州！

収穫感謝祭では髙田川部屋力士一行による餅まきも行われ、毎年会場は大盛り上がり

キュウリの誘引をする研修生

に
も
非
常
に
好
評
で
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
様
子
は
、
支

部
が
毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
紙

「
ま
る
ご
と
！　

西
日
本
」
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
発
信
し
て
お
り
、

オ
イ
ス
カ
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
オ
イ
ス
カ
を
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員
や
地
域

の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、

よ
り
多
く
の
方
に
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
新
た
な
会
員
や
外
国

人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
の
増

加
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

西
日
本
支
部
は
1
9
9
4
（
平

成
6
）
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で

31
年
目
を
迎
え
ま
す
。
西
日
本
研

修
セ
ン
タ
ー
は
、
68
（
昭
和
43
）

年
の
開
設
以
降
、
28
の
国
と
地
域

か
ら
約
1
5
3
0
名
の
海
外
研
修

生
を
受
け
入
れ
、
農
業
研
修
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
九
州
内
の
８
つ

の
推
進
協
議
会
、
２
つ
の
県
議
会

議
員
連
盟
を
は
じ
め
、
会
員
や
地

域
の
方
々
に
は
、
支
部
の
活
動
に

多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
岡
県
朝
倉
市
や
東
峰
村
、
鹿

児
島
市
で
の
植
林
、
子
ど
も
向
け

の
農
業
体
験
・
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
集
ま
れ
！　

地
球
体
験
村
」、
農

産
物
販
売
や
豪
華
な
ス
テ
ー
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
盛
り
上
が
る
「
収
穫

感
謝
祭
・
秋
」
な
ど
、
長
年
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
で
地
域
と
の
信

頼
関
係
が
で
き
て
お
り
、
相
互
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、「
収
穫
感
謝
祭
・

秋
」
は
オ
イ
ス
カ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
で
、
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
た
各
国
か
ら
の
海
外
研

修
生
に
会
え
る
と
、
毎
年
楽
し
み

に
訪
れ
る
来
場
者
も
多
く
、
地
域

に
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
力
を
入
れ
て
い
る

取
り
組
み
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
す
。
2
0
2
1
年
の

コ
ロ
ナ
禍
に
、
九
州
経
済
連
合
会

主
催
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
翌
年
か
ら
独
自
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
ま
し

た
。
お
礼
の
品
と
し
て
研
修
生
た

ち
が
育
て
た
美
味
し
い
有
機
野
菜

や
お
米
、
果
物
に
加
え
、
研
修
生

が
一
生
懸
命
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
届
く
と
い
う
こ
と
で
、
寄
附
者

オ
イ
ス
カ

便
り

全国の支部や支援組織を
ピックアップして紹介します

支部概要

　西日本支部は、北九州、朝倉、佐賀県、長崎県、大分県、熊本県、宮崎県、鹿児島県
の各推進協議会から構成されています。また、福岡県議会議員連盟（会員86名）と、佐
賀県議会議員連盟（会員20名）があり、推進協議会、県議会議員連盟ともに、西日本研
修センターの研修生との交流会や各種産業視察、海外視察など、積極的に取り組んでい
ます。
　会員数は735件。3月には毎年200名近くの支援者の皆さまの参加のもと、研修修了式
を盛大に執り行い、研修生は皆さまへの感謝を胸に帰国していきます。

研
修
セ
ン
タ
ー
支
援
を
軸
に

九
州
全
域
に
オ
イ
ス
カ
を
P
R

今回は

西日本支部

西日本支部　会長

瓜生  道明
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センターのおいしい野菜は、研修生の元気の源にもなっている

修了式で日本の歌を歌う研修生

多
彩
な
交
流
行
事
が

研
修
生
の
学
び
を
深
め
る

野菜もお米も
絶品です！

西日本支部事務局長　廣瀬兼明

2024年度
西日本研修センター支援
クラウドファンディング

絶品です！

6 千円コースは
随時受付中！

す   き  さい でん

　

福
岡
県
に
は
毎
年
10
ヵ
国
前
後

か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る

国
内
最
大
の
研
修
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
西
日
本
支
部
は
人
材
育
成
を

中
心
に
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
特
に
環
境

保
全
型
農
業
研
修
を
メ
イ
ン
と
し

て
、
水
田
13
ha
、
蔬
菜
圃
場
2
ha
、

果
樹
2
ha
を
フ
ル
に
活
用
し
、
年

間
を
通
し
て
約
70
品
目
の
栽
培
研

修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
業

研
修
だ
け
で
は
な
く
、
九
州
の
各

オ
イ
ス
カ
推
進
協
議
会
を
拠
点
と

し
な
が
ら
研
修
生
が
各
県
を
訪
問

し
、
大
学
や
企
業
、
専
業
農
家
な

ど
と
の
交
流
研
修
も
行
っ
て
い
ま

す
。
1
年
間
の
研
修
の
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
多
く

の
方
々
と
出
会
い
、
日
本
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

西
日
本
支
部
で
は
、
今
後
も
た

く
さ
ん
の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
11
月
9
日
に
西
日
本

研
修
セ
ン
タ
ー
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

「
収
穫
感
謝
祭
・
秋
」
を
開
催
。

支
部
と
し
て
も
力
強
く
サ
ポ
ー
ト

し
、
例
年
1
8
0
0
名
近
く
の
来

場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
髙

田
川
部
屋
一
行
が
大
相
撲
九
州
場

所
の
た
め
、
10
月
下
旬
よ
り
セ
ン

タ
ー
に
滞
在
。
期
間
中
は
、
か
た

や
海
外
研
修
生
、
か
た
や
日
本
の

力
士
と
い
う
不
思
議
な
共
同
生
活

が
1
ヵ
月
ほ
ど
続
き
ま
す
。
収
穫

感
謝
祭
で
は
、
力
士
一
行
に
よ
る

お
い
し
い
塩
ち
ゃ
ん
こ
が
食
べ
ら

れ
ま
す
！

12
月
に
は
、
緑
米
（
古
代
米
の

も
ち
米
）
を
使
っ
た
餅
つ
き
大
会

を
幾
度
と
な
く
開
催
。
こ
れ
を
経

て
、
研
修
生
は
餅
つ
き
の
プ
ロ
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
2
月
に
は
会

員
の
皆
さ
ま
に
お
声
が
け
し
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
実
施
。

研
修
生
も
参
加
者
の
方
々
と
交
流

し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

す
。
そ
し
て
3
月
8
日
に
は
、
い

よ
い
よ
「
海
外
研
修
生
研
修
修
了

式
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
お
世
話
に

な
っ
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
彼
ら

の
1
年
間
の
研
修
成
果
を
見
て
い

た
だ
き
ま
す
。
母
国
で
地
域
の
発

展
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
彼

ら
と
、
再
会
を
誓
い
合
う
場
面
も

感
動
的
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
イ
ベ
ン
ト
満
載

の
西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
大
歓
迎
で
す
。

近
況

R
E
P
O
R
T

おらが

自慢！
　何といっても九州はアジアの玄関

口！　海あり山あり温泉あり……と、  

挙げればきりがありません。

　　　　豊かな自然に囲まれて、西日

　　　本研修センター（以下、センタ

　　　ー）の海外研修生も楽しんでい

　　ます。特に食べ物は、皆さんご存

じの、豚骨ラーメン、もつ鍋、ゴマサ

バの刺身、焼き鳥、馬刺、辛子れんこ

ん、薩摩揚げなど、さまざまです。中

でも自慢できるのは、センターの圃場

で研修生と育てた農産物。野菜本来の

味を再認識できる絶品ぞろいです。昭

和天皇即位の大嘗祭で献上米を育てた、

主基斎田周辺のお米も格別！　食べ過

ぎ注意です。センターでは、クラウド

ファンディングを行っており、支援の

お礼として農産物をお届けしています。

今年度は、9月時点で3万円コース58

件、6千円コース49件のお申し込みが

あり、203万円の寄附をいただきまし

た。心のこもった農産物をぜひお楽し

みに！

豊かな土地で育んだ絶品農産物！
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昔ホームステイでお世話になった
アカ族のお母さん（写真右）と

チェンライ県

マイチャルーン村

　

オ
イ
ス
カ
の
森
づ
く
り
や
村
づ

く
り
を
知
り
、「
自
分
た
ち
も
や
り

た
い
！
」
と
声
を
上
げ
た
村
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
願
い
を
受
け
て
、

「
オ
イ
ス
カ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
で
き
な
い
か
」
と
訴
え
て
き

た
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
マ
イ
チ
ャ
ル
ー
ン
村
と
そ
の
隣

に
あ
る
ホ
イ
エ
ン
村
出
身
の
ス
テ

ィ
ン
君
（
10

・11
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）

で
す
。

　

オ
イ
ス
カ
は
、
1
9
7
5
年
に

タ
イ
に
お
け
る
農
業
技
術
指
導
を

開
始
し
て
以
来
、
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
、

ス
リ
ン
県
、
ア
ユ
タ
ヤ
県
、
ラ
ノ

ー
ン
県
を
中
心
に
、
森
づ
く
り
や

村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ス
テ
ィ
ン
君
の
村
で
も
森
づ

く
り
を
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
0

年
頃
か
ら
住
民
主
体
の
活
動
と
し

て
再
始
動
。
16
〜
19
年
に
は
、
植

栽
地
を
保
全
・
管
理
す
る
と
と
も

に
、
大
き
く
育
っ
た
森
の
恵
み
を

活
か
し
て
生
計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
森
が
豊
か

に
な
る
こ
と
で
生
活
が
支
え
ら
れ
、

日
雇
い
の
仕
事
に
行
か
な
く
て
も

家
族
揃
っ
て
自
然
の
中
で
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し

た
取
り
組
み
を
、
近
く
で
、
そ
し

て
当
事
者
と
し
て
見
て
き
た
か
ら

こ
そ
の
願
い
で
し
た
。

だ
け
ど
活
動
資
金
は
ど
こ
か

ら
…
…
？　

ホ
イ
エ
ン
村
の
プ
ロ

TOPI
C

Profile

大学在学中、オイスカの「30
日間植林ボランティア」へ参
加したことをきっかけに、卒
業後1995年にオイスカの国際
協力ボランティアに参加。翌
96年から、職員として本部、
四国研修センターでの業務に
従事。99年～ 2002年には、青
年海外協力隊員として、スリ
ランカで国際協力活動を体験。
終了後オイスカに復職し、現
在に至る。長野県出身。

春日  智実
（かすが・ともみ）

「
私
は
ね
え
、
う
れ
し
い
ん
で
す
よ
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
！
頑
張

り
ま
す
か
ら
！
」
そ
う
言
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
酔
っ
ぱ
ら
い
な
が
ら
私

の
手
を
固
く
握
っ
た
、
マ
イ
チ
ャ
ル
ー
ン
村
の
ス
ラ
ポ
ン
・
ア
ノ
マ

村
長
。
そ
の
気
持
ち
が
、
な
ん
だ
か
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
。

「心に木を植える」
タイ マイチャルーン村の森づくり

駐 在 員 レ ポ ー ト

今年、タイ北部に位置するチェンライ県チェンコン郡で、
水源林の森を再生させる新たな挑戦が始まりました。
同地では、山岳民族による森林の再生能力を超える焼畑利用などにより、
木々が消失。一面はげ山となったことで、麓のマイチャルーン村に
届く水量が減り、農業を生業とする住民の生活に大きな影響が出ています。
隣村出身のスタッフ、スティンさんと村の住民たちの思いによって
スタートしたこの取り組みは、一歩一歩着実に前進しています。
（文・タイ駐在代表　春日智実）
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上／開会式は120人が参加。大勢で植えると、3千本もあっという間
下／作業の合間にみんなで食べるお昼ごはんは格別

ワークショップでは、みんなの意見を紙にまとめて、グループごとに発表

2024年 3月
5月

7月
8月
10月

12月
2025年 1月

3月

●植栽地の調査
●住民との会議、プロジェクトの周知、
　住民グループの結成、苗木の準備開始
●植栽地の準備、整地作業、ワークショップ
●植林開始、青少年への啓発活動
●植栽地の下草刈り・補植・施肥などの
　管理作業　1回目
●ワークショップ
●植栽地の下草刈り・補植・施肥などの
　管理作業　2回目
●森林火災研修、防火帯作り、
　青少年への啓発活動

マイチャルーン村の森づくり 実施スケジュール

※全体で100haの緑化を目標に、まずは第一期５ヵ年計画（24-28年）で
　32haを植栽する予定です。

ご意見・ご質問欄に
タイ支援と

ご記入ください

〈タイの活動のご支援はこちら！〉

春日駐在代表が
NBS（長野放送）
の番組に出演！

ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
の
政
府
開
発
援

助
（
O
D
A
）
を
活
用
し
た
も
の

で
す
が
、
オ
イ
ス
カ
に
は
そ
ん
な

お
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
1
年
間
足

踏
み
し
て
い
ま
し
た
が
、「
24
年
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
！　

必
ず

集
め
て
み
せ
ま
す
！
」
と
宣
言
し
、

つ
い
に
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
始
ま
る
努
力
の
毎
日
。
S

N
S
で
呼
び
か
け
た
り
、
企
業
に

お
願
い
に
回
っ
た
り
。
さ
ら
に
、

今
年
4
月
8
日
〜
5
月
22
日
の
期

間
で
「
森
を
守
る
こ
と
は
、
生
活

と
文
化
を
守
る
こ
と
。
タ
イ
の
森

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
挑
戦
。
P

R
の
た
め
の
情
報
集
め
や
、
ラ
イ

ブ
中
継
で
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
、

村
の
住
民
た
ち
と
何
度
も
顔
を
合

わ
せ
て
苦
労
を
と
も
に
す
る
う
ち

に
、
徐
々
に
互
い
の
仲
間
意
識
も

高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
よ
う
や
く
活
動
が
開
始

で
き
、
冒
頭
の
村
長
の
言
葉
を
受

け
取
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
地
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

成
功
し
て
か
ら
「
あ
り
が
と
う
！
」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
で
も
今

回
は
、
や
っ
と
こ
さ
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
。
本
当
の
勝
負
は
こ
れ

か
ら
と
思
い
つ
つ
、
心
が
ジ
ー
ン

と
し
ま
し
た
。

7
月
27
日
、
ま
ず
は
植
林
や
地

域
開
発
の
専
門
家
チ
ー
ム
が
村
に

入
り
、
住
民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
タ

イ
は
「
心
に
木
を
植
え
る
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

た
だ
木
を
植
え
る
の
で
は
な
く
、

自
然
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
自
分

た
ち
の
森
を
誇
り
を
も
っ
て
守
り
、

育
む
人
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
そ
の
た
め

の
種
を
ま
く
作
業
で
す
。「
ど
ん
な

森
に
し
た
い
の
か
」「
ど
ん
な
活
動

に
し
た
い
の
か
」
具
体
的
な
ア
イ

デ
ア
を
共
有
す
る
中
で
村
の
状
況

を
知
り
、
今
後
の
方
向
性
を
探
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
場
を
繰

り
返
し
持
つ
こ
と
で
、
住
民
た
ち

の
心
を
一
つ
に
し
て
い
く
の
で
す
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
植
林
へ
。
植

栽
予
定
地
に
向
か
う
と
、
雨
が
降

っ
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
た
場
所
で
、

住
民
た
ち
が
下
草
刈
り
を
し
て
い

ま
し
た
。
ず
ぶ
濡
れ
で
も
、
泥
だ

ら
け
で
も
、
彼
ら
は
笑
顔
を
向
け

て
く
れ
ま
す
。
よ
う
や
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
始
め
ら
れ
た
喜
び
で
イ

キ
イ
キ
し
て
い
る
の
で
す
。
本
当

に
良
か
っ
た
な
あ
。
苦
労
し
た
甲

斐
が
あ
り
ま
し
た
。
8
月
4
日
の

開
会
式
で
は
、
前
田
建
設
工
業
株

式
会
社
（
賛
助
会
員
／「
子
供
の

森
」
計
画
支
援
者
）
の
皆
さ
ん
も

お
越
し
く
だ
さ
り
、
3
千
本
を
植

え
ま
し
た
。

　

現
在
、
す
で
に
今
年
度
分
の

5
・
6
ha
の
植
林
は
終
了
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
住
民
と
の
話
し
合

い
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
下
草
刈
り
や
施

肥
、
補
植
、
山
火
事
対
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
資
金
が
な
く
、
見

切
り
発
車
で
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の

ご
支
援
、
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、

と
て
も
良
い
形
で
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
長
の

ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ
る
「
あ
り
が
と

う
！
」
が
、
本
当
の
成
果
を
出
し

た
後
の
「
あ
り
が
と
う
！
」
に
つ

な
が
る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
の
声

を
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
も
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。
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隣
の
村
に
も
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

豊
か
な
森
を
取
り
戻
し
た
い
！

スティン・マンユアン（39）

日本の皆さん
私たちの森を見に
来てください！

消火活動にあたる森づくりメンバー。森林保全は山火事との闘いでもある

自然豊かなふるさとを描いてみよう！

今月のこの人
　

タ
イ
北
部
の
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
チ
ェ
ン
コ

ン
郡
ホ
イ
エ
ン
村
に
生
ま
れ
育
ち
、
現
在

も
ふ
る
さ
と
で
森
づ
く
り
に
励
む
ス
テ
ィ

ン
さ
ん
。
同
県
で
日
本
N
G
O
連
携
無
償

資
金
協
力
に
よ
る
森
林
再
生
と
住
民
の
生

計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
2
0

1
6
年
か
ら
オ
イ
ス
カ
に
仲
間
入
り
し
、

真
面
目
で
ひ
た
む
き
な
姿
か
ら
地
元
の
信

頼
を
得
て
、
チ
ェ
ン
コ
ン
地
区
の
現
場
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
マ

イ
チ
ャ
ル
ー
ン
村
の
森
づ
く
り
（
8

・

9

ペ
ー
ジ
で
紹
介
）
に
も
意
欲
を
見
せ
る
ス

テ
ィ
ン
さ
ん
の
森
づ
く
り
へ
の
思
い
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た
。

―
山
岳
民
族
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
と

の
こ
と
で
、
森
や
自
然
に
は
小
さ
い
頃
か

ら
親
し
ま
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か

　

私
は
子
ど
も
時
代
、
ほ
と
ん
ど
い
つ
も

森
に
い
ま
し
た
。
マ
ン
ゴ
ー
や
マ
フ
ァ
イ

な
ど
の
果
物
や
タ
ケ
ノ
コ
を
採
っ
て
、
家

に
持
ち
帰
っ
て
家
族
と
食
べ

た
り
、
売
っ
て
お
小
遣
い
に

し
た
り
。
そ
う
し
て
1
年
か

け
て
自
分
で
お
金
を
貯
め
て
、

自
転
車
を
買
っ
た
の
は
楽
し

い
思
い
出
で
す
。

　

小
学
生
の
頃
、「
子
供
の

森
」
計
画
の
活
動
に
参
加
し
、

ノ
ー
ト
や
靴
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
や
、
日
本
の
方
々
が
植
林
に
来
て
く

れ
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
。
私
の
村
は

山
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
焼
畑
農
業

や
山
火
事
な
ど
で
木
々
が
な
く
な
り
、
は

げ
山
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
場
所
に
、
自
分
た
ち

の
手
で
木
を
植
え
た
こ
と
で
、
緑
が
よ
み

が
え
っ
て
い
く
の
を
実
感
で
き
た
の
は
、

何
よ
り
良
い
体
験
で
し
た
。
そ
し
て
、
自

然
は
き
ち
ん
と
管
理
す
れ
ば
、
改
善
さ
れ

て
い
く
と
い
う
こ
と
、
よ
み
が
え
っ
た
森

か
ら
も
恵
み
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、

経
験
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
今
の
森
づ
く
り

活
動
の
下
地
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
森
が
自
然
環
境
だ

け
で
な
く
、
人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
た
の
で
、
大

人
に
な
っ
て
さ
ら
に
ふ
る
さ
と
の
発
展
に

貢
献
し
た
い
と
、
25
歳
頃
か
ら
オ
イ
ス
カ

の
森
づ
く
り
活
動
に
、
村
の
メ
ン
バ
ー
の

一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
タ
イ
北
部

は
昔
か
ら
山
火
事
が
多
い
た
め
、
木
を
植

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
植
林
サ
イ
ト
に
延

焼
し
な
い
よ
う
、
防
火
の
方

法
や
下
草
刈
り
な
ど
の
管
理

方
法
も
指
導
し
て
も
ら
い
、

対
策
を
講
じ
た
こ
と
で
、
山

林
火
災
の
被
害
が
減
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
で
も
、
15
年
に
は
大

き
な
山
火
事
が
起
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
火
の
勢
い
が
強

す
ぎ
て
何
も
で
き
ず
、
こ
れ
ま
で
皆
で
力

を
合
わ
せ
て
よ
み
が
え
ら
せ
た
森
の
大
部

分
が
焼
失
し
て
し
ま
い
、
と
て
も
悔
し
く

て
悲
し
か
っ
た
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、

皆
で
再
び
知
恵
を
出
し
合
い
、
防
火
帯

（
火
が
燃
え
広
が
ら
な
い
よ
う
に
下
草
な

ど
を
帯
状
に
刈
り
、
燃
え
る
も
の
の
な
い

状
態
に
し
た
も
の
）
を
広
げ
る
な
ど
の
工

夫
を
加
え
て
、
も
う
一
度
再
生
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
喜
び
が
、
森
林

保
全
を
続
け
て
い
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

今
年
新
た
な
森
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
マ

イ
チ
ャ
ル
ー
ン
村
は
、
ホ
イ
エ
ン
村
の
隣

村
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
ま
だ
ま
だ

で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
と
、
知
識
と
経
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オイスカタイ事務局長

プラヤット・
サバンスック

森づくり本格始動のため、マイチャルーン村の人々と入念に打ち合わせ

験
が
あ
り
、
住
民
と
共
に
取
り
組
む
オ
イ

ス
カ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
で
き
な
い
か
と

声
を
上
げ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
こ
の
森
づ

く
り
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
ホ
イ
エ
ン
村
で
見
事
な
森
を
再

生
で
き
た
よ
う
に
、
マ
イ
チ
ャ
ル
ー
ン
村

で
も
豊
か
な
森
を
取
り
戻
し
、
村
の
住
民

た
ち
の
生
計
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

　

ま
た
、
ホ
イ
エ
ン
村
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
そ
し
て
森
の
恵
み
や
村

の
産
物
を
販
売
す
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
設
置
し
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
活
動
を
実
際
に
見
て
、
体
験
で
き

る
場
づ
く
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
で
す
。

同じ志を持つ仲間からひとこと

とある日の

スティンさんの1日

この日は、チェンライ県マイチャルーン村の
仲間たちと森づくり活動を行いました。

18：00 夕食
ご飯を食べて、テレビを見ながらリラックスタイム。
今日もお疲れさまでした！

07：30 牛の世話
飼っている牛を草が食べ
られる場所に移動させる。
植林地の下草を食べさせ
ることで草刈りの手間が
省け、山火事の防止にも
つながります。

07：00 起床

09：00 植林サイトへ
集まった村のメンバーに
その日の仕事を説明し、
草刈り、たい肥やり、補
植などを分担して仕事開
始！

17：00 仕事終了！
仕事のあとは、そのまま牛の世話もこなします。
牛が逃げてしまい、あわてて捕獲することも……。

08：30 仕事道具の準備
作業に使う鎌や靴、草刈り機などを準備。

牛の世話も
大事なお仕事！

08：00 朝食

12：00 昼食
メンバーがそれぞれ持ち
寄ったおかずをシェアし
ながら、楽しいひととき
を過ごします。

スティン君はまっすぐ真正直な性格で、
何事にも一生懸命に取り組んでいます。
一方で、誰にでもすぐに気を許すような
タイプではなく、最初は私たちとも壁が
あり、村の住民たちも、あまり彼を信用
していませんでした。しかし、真摯に森
づくりと向き合う姿を見て、少しずつリ
ーダーとして認め始めました。今では住
民たちも彼を応援し、活動の打ち合わせ

を兼ねたお酒の付き合いも楽しむほど、すっかり馴染みの存
在になっています。スティン君自身も、これまでの森づくり
の活動で培った経験を通じて自信を得て、ますます頑張って
います。また電気や大工、機械、農業などさまざまな分野の
知識やスキルを持っていますし、これからさらに活躍が期待
できるスタッフです。初めはなかなか気持ちを許してくれな
かった彼が、村で心からの信頼を得て、私やオイスカの仲間
たちの中でも壁を取り去り、生き生きと活動する同志になり
ました。一度壁を取り去った相手に対しては彼も絶大の信頼
を寄せてくれます。私も彼を信頼し応援しています。これか
らもこの大親友と共に走り続けていきたいです。

天気は快晴！
がんばろう！

日

山
岳
民
族
カ
ム
族
出
身
。
1
9
8
5
年
生
ま
れ
。
4

人
兄
弟
の
3
番
目
。
サ
ッ
カ
ー
や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
好

き
。
努
力
家
で
生
真
面
目
。
人
見
知
り
な
が
ら
も
、

話
し
出
す
と
止
ま
ら
な
い

ス
テ
ィ
ン
・
マ
ン
ユ
ア
ン
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写真右：元御殿場市長の鈴木勝巳氏の写真を持つ勝又市長（左）とドマレ学長

SQUARE
OISCA

歴
史
さ
ん
ぽ

オ
イ
ス
カ

フ
ィ
リ
ピ
ン  

ヌ
エ
バ
ビ
ス
カ
ヤ
州

日
本
の
み
か
ん
の
苗
木
が
実
を
結
ぶ
‼

2024年

1983年頃

オイスカは1980年代から「LOVE
GREEN」をテーマに、苗木一本の国際
協力キャンペーンなど、本格的に植林
プロジェクトに着手。以降、日本から
会員をはじめ、多くのボランティアが
各国に赴き、緑化に取り組んできまし
た。その成果は森づくりにとどまらず、
地域産業の振興や国を超えた連携・友
好関係の構築に大きく貢献する事例も
みられます。
81年2月、御殿場市長を退任したば
かりの鈴木勝巳氏を団長とする15名が、
オイスカ静岡県支部が企画したフィリ
ピンのヌエバビスカヤ州植林フォーラ
ムに参加。静岡から温州みかんの苗木
50本を持参し、記念植樹しました。そ

の後、無事に根付いたみかんの木は、
地元農民によって育てられ、改良が重
ねられた結果、約40年の時を経て、同
州の柑橘類生産はフィリピンにおいて
40％以上を占めるまでに成長。現在で
は、「柑橘類生産の首都」と呼ばれるよ
うになりました。
　そして今年8月20日、国立ヌエバビ
スカヤ大学のウィルフレッド・ドマレ
学長一行が、御殿場市の勝又正美市長
を表敬訪問し、40年前の植林のお礼と
柑橘生産の成果を伝えました。一行は
柑橘類研究学部との連携を模索するた
め三重大学にも訪問しており、今後の
柑橘類生産拡大に向けて、さらなる意
欲をみせています。

写
真
か
ら
伝
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に

フ
ォ
ー
カ
ス
！

映っているのは
ヌエバビスカヤ植林プロジェクト
責任者のマリオ・ロペスさん。
当時のフィリピンのみかんは、
種が多く、酸味の強いものが

ほとんどでした

立派に育った
みかんとともに笑顔を見せる
国立ヌエバビスカヤ大学の

学生たち
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OISCA

レストラン

ロボ

OISCA
お！ススメ

国内外のオイスカスタッフから、さまざまなジャンルの
「オススメ」を紹介します！

BEA
CH

地元フィジアンの憩いの場  ナタンドラビーチ
Natadola Beach, Viti Levu Island, Fiji

　フィジーの首都があるビチレブ島南西部にあるナタンドラビーチをご
紹介。近くにはリゾートホテルもあり、外国人観光客にも人気ですが、
地元のフィジアンにとっても憩いの場。休日になると砂浜でBBQをした
り、観光客に伝統的なお土産を紹介したり。海には波待ちをするサーフ
ァーの姿も見られます。きれいな海と人々のゆるやかな暮らしの様子が
楽しめます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フィジーの伝統料理

（山梨県支部S）

自然と共存する
フィジースタイルの
蒸し料理！

食べる人もいたりするそうですが、素材の味を活か
した素朴な味わいは、日本人の口にも合うおいしさ
だそうです。オイスカが農業研修などを担う国立青
年研修センターで
も、歓迎の気持ち
を込めて振る舞わ
れるのはやっぱり
ロボ料理！　との
ことで、植林ツア
ーなどで現地を訪
れる際には、ぜひ
お楽しみください。

　南太平洋の楽園と呼ばれるフィジーで、結婚式や
お祝いごとなどの特別な行事のときに振る舞われる
ロボ。地面に掘った穴に焼き石を入れ、現地の主食
であるキャッサバやタロイモ、下味をつけた肉や魚、
野菜をじんわり蒸し焼きにするフィジーの伝統的な
料理です。その際、食材をココナツやバナナの葉で
編んだ籠に入れ、さらに上からバナナの葉で幾重に
も蓋をします。作るのに手間と時間がかかりますが、
その過程も家族や仲間と楽しみながらのんびりと進
めるのがフィジー流です。
　過去に駐在していたスタッフによれば、海沿いの
地域では魚が多めだったり、激辛の唐辛子を足して
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詳
細
・

お
申
込
み
は
こ
ち
ら

詳
細
・

お
申
込
み
は
こ
ち
ら

生
態
系
保
護
の
取
り
組
み
を
進
め
る

２
社
の
事
例
と
と
も
に
、
循
環
の
輪
、

共
創
の
和
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

世
界
に
つ
い
て
、
森
林
を
切
り
口
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

■
日
時

11
月
26
日（
火
）　

16
時
〜
18
時
15
分

■
場
所

　

コ
ン
グ
レ
ス
ク
エ
ア
日
本
橋
2
階

　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
1
‐
3
‐
13

■
ス
ピ
ー
カ
ー

　

太
田
猛
彦  

氏

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

　

小
橋
稔
睦  
氏

（
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
）

　

星
野
正
大  

氏

（
住
友
化
学
株
式
会
社
）

■
参
加
費

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

本
部
・
啓
発
普
及
部

℡
：

0
3
‐
3
3
2
2
‐
5
1
6
1

　

今
年
の
オ
イ
ス
カ
支
援
連
携
サ
ミ

ッ
ト
は
関
西
支
部
お
よ
び
関
西
研
修

2
0
2
1
年
の
冬
か
ら
始
め
、
6

回
目
と
な
っ
た
今
回
の
募
金
で
も

4
0
2
人
の
方
々
に
ご
支
援
い
た
だ

き
、
9
7
9
万
2
3
1
1
円
の
ご
寄

附
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
住
み
続
け
ら

れ
る
未
来
」
の
た
め
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
お
一
人
お
ひ
と
り
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
寄
附
と

と
も
に
「
適
切
な
環
境
を
守
り
つ
つ
、

作
り
出
す
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
多
い
に
賛
同
し
ま
す
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
活
動

を
深
く
ご
理
解
く
だ
さ
り
、
信
頼
し

て
思
い
を
託
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

を
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
未
来
へ
の

保
険
を
、
世
界
各
地
の
現
場
で
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

首
都
圏
支
部
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、「『
輪
と
和
』
が
創
る
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
世
界
〜
日
本
企
業
が

求
め
ら
れ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
へ
の
取
り
組
み
〜
」
と
題
し
た
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
自

然
資
本
を
保
護
す
る
た
め
の
国
際
的

な
枠
組
み
に
つ
い
て
の
今
日
ま
で
の

流
れ
を
踏
ま
え
、
気
候
変
動
対
策
と

2
0
2
4
オ
イ
ス
カ
夏
募
金

温
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
世
界
を

考
え
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

2
0
2
4
秋

セ
ン
タ
ー
が
ホ
ス
ト
と
な
っ
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
の
2
日
目
に
、

公
開
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
こ
れ
か
ら

の
人
材
不
足
に
ど
う
対
応
す
る
か
〜

改
正
出
入
国
管
理
法
に
よ
る
育
成
就

労
制
度
を
見
据
え
て
〜
」
と
題
し
た

セ
ミ
ナ
ー
と
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
オ
イ
ス
カ

の
実
績
や
受
け
入
れ
事
例
と
と
も
に
、

技
能
実
習
制
度
と
今
後
の
育
成
就
労

制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、

実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
企
業
の

方
々
と
技
能
実
習
生
O
B
か
ら
話
を

聞
き
、
意
見
交
換
を
行
う
予
定
で
す
。

■
日
時

11
月
29
日（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所

C
I
V
I
北
梅
田
研
修
セ
ン
タ
ー

5
階　

5
0
6
会
議
室

　

大
阪
府
大
阪
市
北
区
芝
田

2
‐
7
‐
18

■
ス
ピ
ー
カ
ー

　

松
野
浩
之

（
海
外
事
業
部　

技
能
実
習
担
当
部
長
）

　

清
水
利
春

（
オ
イ
ス
カ
関
西
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
）

■
参
加
費　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

本
部
・
人
材
育
成
担
当

℡

：

0
3
‐
3
3
2
2
‐
5
1
6
1

技
能
実
習
担
当
者
向
け

セ
ミ
ナ
ー
＆

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

活動地からの贈り物
インドネシア

8月から9月にかけて本部・海外事業部のスタッフがインドネシア
を訪問し、各地のプロジェクトを視察しました。そこで生産されて
いる品 を々お土産として持ち帰りましたので、ご紹介します！
①は２名様、②～④はそれぞれ１名様にプレゼントします。

ニュースでご紹介したイン
ドネシアの中部ジャワに位
置するラウ山麓の植林プロ
ジェクトで生産されている
コーヒー（100ｇ）です。

プレゼントをご希望の方は、はがきかメールに住所、氏名、電話番号を明記の上、下記宛先までお送りください（11月末日締切り）。
「OISCA」編集部　〒168‐0063　東京都杉並区和泉2-17-5　gsm@oisca.org 

①ラウ山麓の
コーヒー（豆） 西ジャワ州スカブミ県のグデ山で、2000年代

に進められたプロジェクト地で販売されている
コーヒー（100ｇ）です。風光明媚な場所である
がために観光地化が進む中、道路の建設用地
として一部の森林が切り開かれるといった不運
を乗り越え、ブランド化に成功したおいしい
コーヒーです。

②グデ山麓のコーヒー（豆）
2019年からの3年間、「伝統的生活様式を守って生活する共同
体の生活基盤の整備と生活環境の改善、生計向上の支援事
業」を実施したスカブミ県のチプタグラルから届いたバッグ。村で
は男性のみが使う（写真右）のだそう。
③38㎝（高さ）×31㎝（幅）×7.5㎝（底部分）　
④17㎝（高さ）×23㎝（幅）×7㎝（底部分）

③④チプタグラルのバッグ

③

④

※
第
１
部
・
第
２
部
参
加
の
方
は
３
千
円
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編 集 後 記

これ！　と思って材料を集めてみたら、意図

せず「タイ」特集となった今号。現場スタッ

フや住民たちのニコニコ写真に励まされなが

ら編集を進めました。オイスカには魅力的な

人が多いなとあらためて感じます。 　  （倉）

次号予告

1JANUARY
2025

OISCA 11月号　
発行人／中野悦子
発行所／公益財団法人オイスカ
　　　　〒168-0063 東京都杉並区和泉2丁目17番5号
　　　　TEL（03）3322-5161　FAX（03）3324-7111
　　　　E-mail  oisca@oisca.org
編集：OISCA ／吉田俊通　倉本有沙
アートディレクション／土肥幹人
デザイン／土肥幹人　坂巻貴行
印刷・製本／株式会社ケープリント

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

寄
附

新
会
員
の
紹
介

2
0
2
4   

オ
イ
ス
カ
夏
募
金

8
月
25
日
、
和
泉

守
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

駐
在
員
が
ス
カ
ブ

ミ
研
修
セ
ン
タ
ー

に
赴
任
し
ま
し
た

海
外
赴
任

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
次
の
通

り
。（
2
0
2
4
年
6
月
1
日
〜
8
月
31

日
ま
で
の
間
、本
部
登
録
済
分
。順
不
同
、

敬
称
略
）

■
維
持
法
人

【
北
海
道
】学
校
法
人
鶴
岡
学
園
北
海

道
文
教
大
学【
宮
城
県
】第
一
三
共
株

式
会
社
東
北
医
薬
営
業
部【
千
葉
県
】

O
G
F
S【
愛
知
県
】日
本
モ
ウ
ル
ド
工

業
株
式
会
社【
大
阪
府
】U
A
ゼ
ン
セ
ン

大
阪
府
支
部【
香
川
県
】N
a
m
b
a
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社【
福
岡
県
】

N
P
O
法
人
福
岡
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
園

■
維
持
個
人

【
北
海
道
】波
田
大
専【
宮
城
県
】髙
橋
睦

夫
／
飯
川
洋
一
／
遠
藤
勉【
東
京
都
】常

田
光
一
／
上
岡
健
司【
愛
知
県
】沢
田
幸

次
／
眞
喜
智
也
／
安
城
ハ
ウ
ジ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
／
和
田
佳
活
／
日
下
昭
則
／
八

田
亨
／
野
村
宏
之
／
前
田
由
実
／
池

野
滿
雄
／
新
宮
美
恵
子
／
岸
貴
之
／
松

井
良
憲
／
生
田
友
成【
三
重
県
】生
川
勝

浩
／
二
宮
恵
美
子【
兵
庫
県
】田
中
秀
則

【
広
島
県
】吉
見
修
／
棚
田
健
司【
香
川

県
】車
谷
康
太
／
東
原
章
／
髙
須
賀
浩

／
谷
芳
彦
／
町
田
倫
代
／
佐
古
政
志
／

秋
山
則
仁
／
角
野
正
明【
愛
媛
県
】寺
川

隆
裕【
福
岡
県
】阪
田
幸
之
助
／
博
技
研

株
式
会
社【
大
分
県
】森
重
知
美

2
0
2
4
年
7
月
1
日
〜
8
月
31
日
ま

で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
は
次
の
通
り
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社
／
富
士
山
の
森

づ
く
り
と「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
合
わ
せ
て
4
4
7
万
6
2
8
2

円●
ラ
ブ
・
グ
リ
ー
ン
の
会
／
海
外
開
発

協
力
事
業
と
北
タ
イ
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
合
わ
せ
て
91
万
4
6
1
4
円

●
テ
ル
モ
株
式
会
社
／「
子
供
の
森
」計

画
に
90
万
円

●
東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
／
海
外
開
発
協
力
事
業
に
88
万
9

4
0
8
円

●
全
国
化
学
労
働
組
合
総
連
合
／「
子

供
の
森
」計
画
と「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」に
合
わ
せ
て
60
万
円

●
住
友
重
機
械
工
業
株
式
会
社
／
富
士

山
の
森
づ
く
り
に
50
万
円

●
株
式
会
社
プ
ロ
ネ
ク
サ
ス
／「
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
50
万
円

●
松
中
恵
子
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

／
海
外
開
発
協
力
事
業
に
50
万
円

●
松
中
信
彦（
福
岡
県
）／
海
外
開
発
協

力
事
業
に
40
万
円

●
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
／「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
27
万

4
8
7
5
円

●
味
の
素
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
／「
子

供
の
森
」計
画
に
30
万
円

●
リ
タ
・
マ
ー
ク
ス
株
式
会
社
／
海
外

開
発
協
力
事
業
に
28
万
3
2
0
0
円

●
山
田
甫
夫（
神
奈
川
県
）／
北
タ
イ
森

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
20
万
円

●
村
松
明（
愛
知
県
）／
人
材
育
成
事
業

と
北
タ
イ
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

合
わ
せ
て
15
万
円

●
豊
安
工
業
株
式
会
社
／
北
タ
イ
森
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
10
万
円

●
廣
瀬
幸
美（
神
奈
川
県
）／
北
タ
イ
森

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
10
万
円

2
0
2
4
年
6
月
14
日
〜
9
月
2
日
ま

で
に「
2
0
2
4
オ
イ
ス
カ
夏
募
金
」に

い
た
だ
い
た
寄
附（
10
万
円
以
上
）は
次

の
通
り
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
株
式
会
社
大
江
鐵
工
／
50
万
円

●
八
十
川
紀
夫
（
香
川
県
）
／
30
万
円

●
株
式
会
社
フ
レ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
／
20
万
円

●
一
般
財
団
法
人
タ
イ
ム
技
研
社
会
貢

献
委
員
会
／
10
万
円

●
瓜
生
道
明
（
福
岡
県
）
／
10
万
円

●
久
和
進
（
富
山
県
）
／
10
万
円

●
根
本
守
（
福
島
県
）
／
10
万
円

●
泉
雅
文
（
香
川
県
）
／
10
万
円

●
ユ
ウ
デ
ィ
ケ
ー
株
式
会
社
／
10
万
円

●
勝
田
好
和
（
愛
知
県
）
／
10
万
円

●
森
田
克
彦
（
秋
田
県
）
／
10
万
円

●
森
藤
左
ェ
門
（
愛
知
県
）
／
10
万
円

●
嶋
田
隆
（
宮
城
県
）
／
10
万
円

●
松
井
徳
之
進
（
静
岡
県
）
／
10
万
円

アタリ

本誌掲載の記事・写真・イラスト
などの無断転載を禁じます。

今月の表紙写真

Photo by Prayat Savangsookh

 

よみがえらせた故郷の
森で採れる蜂蜜は、商
品化して首都バンコク
でも販売している、村
自慢の一品です。森の
恵みは、自然に寄り添
って暮らす人々の生活
を豊かにし、朗らかな
笑顔をも引き出してく
れます。
（タイ・チェンライ）

太平洋諸島の人々と
あゆむ（仮）
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